分散型電源の動向について by 宇都宮 博 & 科学技術動向研究センター
分散型電源の動向について







































































































































































太陽光発電 20.9 254 482
風力発電 8.3 78 300
バイオマス発電 8.0 16 33
廃棄物発電 90.0 175 417
燃料電池 1.2 4 220
コージェネレーションシステム
ディーゼルエンジン 203.5 319 －
ガスタービン 246.1 436 －








































































































































































































































































































る RPS（ Renewables Portfolio
Standard；証書を用いた再生可能
エネルギーの導入基準）制度が導
入される予定である。これが導入
されれば、電気事業者は、2010年
度の長期エネルギー需給見通しを
踏まえ、計画的に再生可能エネル
ギーを導入することが必要となる。
その一方で、需要家のエネルギ
ーコスト削減のニーズから、環境
負荷の高い分散型電源もまた、普
及・拡大しているという現実があ
る。更に今後は、自由化の進展に
伴い、需要家にとって、分散型電
源の設置、電力の競争入札・相対
契約といった電源の選択余地が拡
大すると考えられる。
このような状況の中、環境性に
優れた分散型電源の導入を拡大し
ていくためには、以下３つの段階
を経ていくことになる。
①補助金等の助成措置のもと、
環境意識が高い需要家によ
る、経済性よりもむしろ自ら
の理念を追求した先導的導入
②国、地方公共団体等の公益性
の高い機関が環境性に優れた
設備を率先導入し、あるいは
競争入札等で環境性に優れた
電源を選択すること等によ
り、環境産業の基盤形成を進
出所：日本自然エネルギー株式会社のホームページを基に作成
図表６　グリーン電力証書システムの仕組み
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めること
③一般市場への普及
長期エネルギー需給見通しの目
標に向けて、環境性に優れた分散
型電源導入への官民一体となった
更なる取り組みが求められる。我
が国は現在、②の段階に入ったと
ころであり、今後、公益性の高い
機関を中心に、エネルギーコスト
削減という視点だけではなく、
CO2排出量の削減といった環境性
にも考慮した電源を積極的に選択
し導入することを通じて、技術
的・産業的な基盤を形成していく
ことの意義は大きい。
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